
2000年出土の木簡

む
の
み
ち

広
島
・尾
道
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一　
広
島
県
尾
道
市
西
久
保
町
、
二
　
同
市
東
久
保
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　
第
七
二
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
三
月

一
一　
第
七
五
次
調
査
　
一
九
人
九
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
尾
道
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
森
重
彰
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代

。
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

尾
道
遺
跡
は
、
現
在
の
尾
道
市
中
心
市
街
地
ほ
ぼ
全
域
に
及
び
、
地
下
ニ
ー

四
ｍ
に
埋
蔵
さ
れ
る
中
世
都
市

遺
跡
で
あ
る
。
瀬
戸
内
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
尾
道
は
、
瀬

戸
内

の
潮
流
と
天
然

の
良
港

「尾
道
水
道
」
を
利
用
し
て
、

中
継
港
と
し
て
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
。
背
後
を
囲
む
尾
道
三

山
、
千
光
寺
山

・
西
国
寺
山

。

浄
土
寺
山
に
は
、
中
世
の
わ
が

国
を
代
表
す
る
古
刹
が
伽
藍
を
繰
り
広
げ
、
水
道
を
挟
む
対
岸
に
向
島
を
抱
く

要
害
の
地
で
も
あ
る
。
尾
道
は
、
嘉
応
元
年

（
一
三
ハ九
）、
後
白
河
院
領
備
後

国
太
田
荘
の
倉
敷
地
に
公
認

（『高
野
山
文
書
も

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
急
速

に
発
展
し
、
元
応
二
年

（
〓
≡
一〇
）、
人
口
五
〇
〇
〇
を
越
え
る
都
市
に
成
長

し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
本
遺
跡
は
比
較
的
豊
富
な
中
世
文
書
に
よ
っ
て
語
ら
れ

て
き
た
。

尾
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、　
一
九
七
七
年
度
か
ら
、
店
舗
や
兼
用
住
宅
の
増

改
築
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
商
業
都

市
特
有
の
間
日
の
狭
い
家
並
み
に
よ
つ
て
調
査
区
は
限
定
さ
れ
る
。
今
回
報
告

す
る
二
つ
の
調
査
の
状
況
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
木
簡
は
、
と
も
に
尾
道
三
山

の
う
ち
の
西
国
寺
山

・
浄
土
寺
山
間
の
織
り
成
す
谷
筋
に
沿
っ
て
流
れ
る
小
河

川
防
地
川
の
河
口
近
く
に
推
定
さ
れ
る
調
査
区
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、　
一
は

右
岸
、
二
は
左
岸
域
に
相
当
す
る
。

一　
第
七
二
次
調
査

民
家
の
改
築
に
伴
う
調
査
で
、　
一
。
人
ｍ
×
二
ｍ
の
調
査
区
を
設
定
し
て
実

施
し
た
。
現
地
表
面
下
約

一
。
五
ｍ
で
、
古
瓦
を
敷
き
並
べ
た
特
徴
的
な
方
形

区
画
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
寺
院
跡
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
遺
構
に

は
柱
穴
跡
と
考
え
ら
れ
る
小
ピ
ッ
ト
な
ど
が
伴

っ
て
い
る
。

木
簡
は
遺
構
面
よ
り
さ
ら
に
下
層
に
お
い
て
検
出
し
た
も
の
で
、
顕
者
な
遺

構
は
伴
わ
な
い
。
よ
り
早
い
段
階
で
層
中
に
流
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
第
七
五
次
調
査

(尾 道)



民
家
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
現
地
表
面
下
約

一
・
五
ｍ
で
供
養
塚

と
考
え
ら
れ
る
遺
構
を
検
出
し
、
木
簡
は
こ
の
遺
構
の
内
部
主
体
で
あ
る
直
径

約

一
〇
伽
深
さ
二

一
伽
の
小
ピ
ッ
ト
内
に
立
て
ら
れ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
小

ピ
ッ
ト
は
凹
み
の
中
央
に
掘
ら
れ
、
凹
み
全
面
は
径
約
四
〇
帥
程
の
円
礫
に
近

い
自
然
石
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
の
四
方
に
石
を
置
き
、
横
桟
の
角
材
を
渡

す
。
そ
の
上
に
幅
約
四
〇
銀
の
板
材
を
四
枚
並
べ
て
、
正
方
形
の
区
画
を
作
り

出
し
て
い
る
。
板
材
の
隙
間
は
、
薄
板
で
埋
め
ら
れ
、
区
画
上
部
は
径
約
二

〇
伽
程
の
円
礫
を
漆
喰
で
固
め
て
塚
を
な
し
て
い
る
。
本
調
査
区
か
ら
北
約
四

〇
ｍ
に
は
、
遊
行
六
祖

一
鎮
上
人
の
開
基
と
伝
え
る
時
宗
西
郷
寺

（本
堂

・
山

門
は
重
文
）
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
七
二
次
調
査

①

　

「
（符
篠
）
＜
急

々
如
律
令
□
」
　

　

　

　

　

　

］］受
］受
∞
ｏＦ

呪
符
と
考
え
ら
れ
、
「急
々
如
律
令
」
の
文
字
が
読
み
と
れ
る
。
左
辺
上
端

か
ら
三
分
の
一
の
と
こ
ろ
に
切
り
込
み
が
あ
る
。

一
一　
第
七
五
次
調
査

〔円
力
〕

ω

　

「
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］枷叉
∞支
ト
ロ

上
端
に

一
文
字
分
墨
が
残
る
が
、
残
り
は
悪
い
。
板
塔
婆
あ
る
い
は
呪
符
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

尾
道
市
教
育
委
員
会

『尾
道
遺
跡

一
九
人
八
』
（尾
道
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告

三
ハ
　
一
九
九
〇
年
）

同

『尾
道
遺
跡

一
九
人
九
』
（同

一
七
　
一
九
九

一
年
）

（森
重
彰
文
）

一

― (1)
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